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１.目的
大小様々なスケールで問題が積層・露呈する昨今、建

築設計の思考を持つ者の存在がこの危機的状況を乗り越

える 1つの手段と成り得ると考えられる。しかし、円滑に

それらの職能を生かすにふさわしい環境が整っていない。

設計思考保持者の有用性を示すと共に、これまで実行され

てきた国内プロジェクトのプロセスをオリジナルの表現

で可視化することで、これまで指摘されていた問題や成功

要因を、誰にでも理解できる媒体として表現することを可

能とし、かつ、ある問題や目的に対して、設計思考の力を

十分に発揮するために必要な要素、そしてそれらを妨害す

る問題要因を洗い出し、改善すべき問題点・改善方法を導

き出すことを目的とする。

２.対象プロジェクト
Ｈアーケード (広島県 )・Ｍ通り (栃木県 )・Ｔアーケー

ド (群馬県 )の３例を対象プロジェクト (表１参照 )とし

た。いずれも直線の通りにおける問題に取り組んだプロ

ジェクトである。また、ここ 10 年以内の国内のプロジェ

クトであり、完成・使用まで漕ぎ着けているものとする。

３.調査手法
対象プロジェクトの情報は主にインターネットを使用

し収集した。それらを元に、比喩表現を用いた２種類の可

視化を試みた。

(1) からまりプロセス

その場所が持つ問題を“からまり”と表現し、プロセス

を①からまりを見つける (問題の発見 )②からまりをつか

む ( 問題解決の必要性に直面する ) ③からまりをほぐす

( 問題解決のための準備にとりかかる ) ④あみなおす ( 問

題解決に踏み出す )の４段階に分類し、まとめる。

(2) 比喩表現を用いたプロセスストーリー

プロセスを、植物の育成に例えたストーリーに置き換え

る。

４.調査結果
(1) からまりプロセス

《Ｈアーケード》(表２)

③の要素が最も多く集まり、「足を運ぶ」「対話する」等の

行為が該当する。次に多い④の要素は、未だ継続している。

《Ｍ通り》(表３)

③④の要素が最も多く集まり、「話し合う」「橋渡しをする」

等の行為を繰り返した後、④の要素は未だ継続している。

《Ｔアーケード》(表４)

４段階共に、集まった要素に大きな量的差はなかった。ま

た、④の行為は終わっており、現状としてこのプロジェク

トは終息を迎えている。

(2) 比喩表現を用いたプロセスストーリー

《Ｈアーケード》(表２)

シェア畑：アーケード、種：商店主たちの思い、と比喩し、

ストーリーを進めた。結果として種は芽吹き花を咲かせ、

次の種をつけるという循環が生まれている。

《Ｍ通り》(表３)

シェア畑：通り、種：建築家の思い、と比喩し、ストーリー

を進めた。結果として、種は芽吹き花を咲かせ、次の種を

つけるという循環が生まれている。

《Ｔアーケード》(表４)

畑：アーケード全体、種：鉄骨むき出しのアーケード、と

比喩し、ストーリーを進めた。種は未だ芽吹かず、世話を

してくれる育成者もあらわれないまま、畑は放置されてい

る状態である。

５.考察
以上より、以下の仮説を立てることができた。

⑴からまりでプロセスを可視化することで、③の過程に該

当する行為が多いプロジェクトは当初の目的を達成する

ことができる。

⑵からまりでプロセスを可視化することで、④の過程に当

該当する行為が多いプロジェクトは、当初の目的を達成し

た後も永続的な活動が行われる。

⑶比喩表現 (植物の成長 )を用いたストーリーでプロセス

を可視化することで、植物の成長とプロジェクトの成功が

相関関係を持つ。

からまりをほぐすに該当する「話し合う」「足を運ぶ」

「様々な人を巻き込む」などの行為は、時間や労力・費用

がかかる為一般的に敬遠されがちだが、目的達成の為には

かかせない要素であると考えられる。

また、プロセスにおける可視化の有用性として

⑴プロジェクトの反省と、その反省点を専門家以外の人に

も周知することができる。

⑵立役者の行いが周知され、必要な人材への理解・育成、

協力体制の整備が進む可能性を持つ。

⑶主体者となってプロジェクトを進める上での手助けの

ツールと成り得る。

これまで専門家に委ねられていた良質な行為が一般化

され、様々な問題に立ち向かう人材の確保に繋がると考え

られる。今後様々な規模・分野のプロジェクトに対象範囲

を広げ、導き出された仮説を検証していく。




